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(57)【要約】
【課題】処置具によって押し広げられる通路が形成され
た弾力性のある蓋体が内視鏡の処置具挿通チャンネルの
入口の表面部分に着脱自在に取り付けられた鉗子栓にお
いて、処置具が真っ直ぐに差し込まれるようにして、処
置具使用による消耗の程度が緩和された内視鏡の鉗子栓
を提供すること。
【解決手段】弾力性のある部材により形成された蓋体２
３に閉鎖膜２６が形成され、その閉鎖膜２６に、処置具
挿通チャンネル３に挿脱される処置具１００によって押
し広げられる通路２７が形成された内視鏡の鉗子栓にお
いて、通路２７に対して真っ直ぐに連通する剛性材料か
らなる案内筒２９を、蓋体２３に対して傾かないように
蓋体２３の外面側に突設した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】弾力性のある部材により形成されて内視鏡
の処置具挿通チャンネルの入口の表面部分に着脱自在に
取り付けられた蓋体に閉鎖膜が形成され、上記処置具挿
通チャンネルに挿脱される処置具によって押し広げられ
る通路が上記閉鎖膜に形成された内視鏡の鉗子栓におい
て、
上記通路に対して真っ直ぐに連通する剛性材料からなる
案内筒を、上記蓋体に対して傾かないように上記蓋体の
外面側に突設したことを特徴とする内視鏡の鉗子栓。
【請求項２】上記蓋体がゴム材によって形成されてい
て、上記案内筒が上記蓋体と一体に形成されている請求
項１記載の内視鏡の鉗子栓。
【請求項３】上記案内筒の基端部側に鍔が突設されてい
て、その鍔部分が上記蓋体内にインサートされている請
求項２記載の内視鏡の鉗子栓。
【請求項４】上記蓋体が、上記処置具挿通チャンネルの
入口部分に配置された弾力性のある受け部材に対して弾
力的に着脱自在である請求項１、２又は３記載の内視鏡
の鉗子栓。
【請求項５】上記通路が、通常は自己の弾力性によって
閉じた状態を維持し、上記処置具挿通チャンネルに挿脱
される処置具によって押し広げられるスリットである請
求項１ないし４のいずれかの項に記載の内視鏡の鉗子
栓。
【請求項６】上記通路が小孔であり、通常は自己の弾力
性によって閉じた状態を維持し上記処置具挿通チャンネ
ルに挿脱される処置具によって押し広げられるスリット
が上記受け部材に形成されている請求項４記載の内視鏡
の鉗子栓。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルの入口部分に配置される内視鏡の鉗子栓
に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の鉗子栓は、処置具挿通チャンネ
ルを介して体内汚液等が噴出しないように処置具挿通チ
ャンネルの入口部分の栓をし、しかも処置具挿通チャン
ネルに処置具を挿脱する際には栓を開閉する特別な操作
を必要としないものでなければならない。
【０００３】また、鉗子栓は消耗品なので容易に交換で
きることが望ましい。そこで、内視鏡の処置具挿通チャ
ンネルの入口の表面部分に着脱自在な弾力性のあるゴム
材料からなる蓋体に閉鎖膜を形成し、通常は自己の弾力
性によって閉じた状態を維持し、処置具挿通チャンネル
に挿脱される処置具によって押し広げられるスリットを
閉鎖膜に形成した構成をとるものがある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、そのような鉗
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子栓は、閉鎖膜にスリットが形成された弾力性のある蓋
体が処置具挿通チャンネルの入口の表面部分に取り付け
られただけの構成なので、挿入される処置具の方向性が
規制されない。
【０００５】そのため、処置具が斜め向きに差し込まれ
て閉鎖膜に無理な力が加わり、閉鎖膜やスリットが変
形、損傷して、鉗子栓の密閉性が低下してしまう場合が
ある。また、鉗子栓の入口から外側に処置具の手元側シ
ャフトが垂れ下がる状態になっているときにも、同様の
不具合が発生する場合がある。
【０００６】そこで本発明は、処置具によって押し広げ
られる通路が形成された弾力性のある蓋体が内視鏡の処
置具挿通チャンネルの入口の表面部分に着脱自在に取り
付けられた鉗子栓において、処置具が真っ直ぐに差し込
まれるようにして、処置具使用による消耗の程度が緩和
された内視鏡の鉗子栓を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の鉗子栓は、弾力性のある部材によ
り形成されて内視鏡の処置具挿通チャンネルの入口の表
面部分に着脱自在に取り付けられた蓋体に閉鎖膜が形成
され、処置具挿通チャンネルに挿脱される処置具によっ
て押し広げられる通路が閉鎖膜に形成された内視鏡の鉗
子栓において、通路に対して真っ直ぐに連通する剛性材
料からなる案内筒を、蓋体に対して傾かないように蓋体
の外面側に突設したものである。
【０００８】なお、蓋体がゴム材によって形成されてい
て、案内筒が蓋体と一体に形成されていてもよく、その
場合に、案内筒の基端部側に鍔が突設されていて、その
鍔部分が蓋体内にインサートされていてもよい。
【０００９】また、蓋体が、処置具挿通チャンネルの入
口部分に配置された弾力性のある受け部材に対して弾力
的に着脱自在であってもよく、通路が、通常は自己の弾
力性によって閉じた状態を維持し、処置具挿通チャンネ
ルに挿脱される処置具によって押し広げられるスリット
であってもよい。
【００１０】また、通路が小孔であり、通常は自己の弾
力性によって閉じた状態を維持し処置具挿通チャンネル
に挿脱される処置具によって押し広げられるスリットが
受け部材に形成されていてもよい。
【００１１】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図７は内視鏡を示しており、可撓管によって
外装された挿入部１の基端が操作部２の下端に連結され
ている。
【００１２】挿入部１内に挿通配置された処置具挿通チ
ャンネル３の先端は挿入部１の先端において外部に開口
し、処置具挿通チャンネル３の入口部分に取り付けられ
た鉗子栓１０が、操作部２の下端付近に配置されてい
る。
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【００１３】図１と図２は鉗子栓１０の正面断面図と側
面断面図であり、鉗子栓１０は、操作部２から突出して
処置具挿通チャンネル３の入口端部に設けられた入口口
金３０に対して着脱自在に取り付けられている。
【００１４】鉗子栓１０は、各々が弾力性のあるゴム材
によって形成された樽状部材１１（受け部材）と蓋状部
材１２とを、直列に配置して構成されており、樽状部材
１１と蓋状部材１２は、入口口金３０の外周面に形成さ
れた第１と第２の円周溝３２，３３に着脱自在に嵌め込
まれて取り付けられている。
【００１５】樽状部材１１は、その内周面に突設された
弾性突起１３が入口口金３０の口元近傍に形成された第
１の円周溝３２に嵌め込まれており、弾性突起１３の周
辺を弾性変形させることにより、第１の円周溝３２に係
脱させることができる。
【００１６】樽状部材１１には、中心にスリット１５が
形成された閉鎖膜１４が、入口口金３０の開口端に対向
する位置に形成されている。スリット１５は、通常は自
己の弾力性によって閉じた状態を維持しており、処置具
が通されるとそれによって押し広げられる。また、スリ
ット１５より手前側には、注射筒の先端を受けるための
パッキン部１６が環状に内方に突出して形成されてい
る。
【００１７】蓋状部材１２は、入口口金３０の基部に形
成された第２の円周溝３３に弾力的に着脱自在に取り付
けられた環状部２１に、柔軟な連結バンド部２２を介し
て蓋部２３（蓋体）が連結されて構成されている。
【００１８】蓋部２３は、樽状部材１１の開口部に外方
から着脱自在に嵌め込まれ、蓋部２３の嵌め込まれる部
分の先端に突設された鍔部２４が、樽状部材１１の開口
部の内周に形成された円周溝１７に係脱自在である。
【００１９】そして、蓋部２３側を弾力的に変形させて
鍔部２４を円周溝１７に係合させることにより、蓋部２
３が樽状部材１１の開口部に係止された状態になり、鍔
部２４を弾性変形させて円周溝１７から外すことにより
蓋部２３が樽状部材１１の開口部から外れる。
【００２０】蓋部２３の底部分は閉鎖膜２６になってい
て、その中央であって処置具挿通チャンネル３の入口に
真っ直ぐに通じる位置に小孔２７が形成されている。小
孔２７は、処置具が通されるとそれによって弾力的に押
し広げられる。
【００２１】このように形成された蓋部２３の外表面側
には、差し込まれる処置具を案内するための案内筒２９
が、金属又は硬質プラスチック等の剛性材料によって円
筒状に形成されて突設されている。案内筒２９の内径寸
法は、使用対象とする処置具の最大径より僅かに太い程
度の寸法に設定されている。
【００２２】案内筒２９には、蓋部２３の外表面に密着
する大鍔部２９ａが軸線と垂直方向に突設され、さら
に、軸線と垂直方向に基端部に突設された小鍔部２９ｂ
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が蓋部２３内にインサートされて蓋部２３と一体的に形
成されている。
【００２３】このようにして、案内筒２９は蓋部２３の
外表面から垂直に突出していて、それ以外の方向には傾
かず、小孔２７、スリット１５及び入口口金３０の中心
が、案内筒２９の軸線のほぼ延長線上に位置している。
【００２４】図３は、上述のように構成された鉗子栓１
０から処置具挿通チャンネル３に処置具１００が挿通さ
れている状態を示しており、小孔２７とスリット１５が
処置具１００のシャフトによって弾力的に押し広げら
れ、処置具挿通チャンネル３内からの圧力漏れが発生し
ない状態で処置具１００が処置具挿通チャンネル３に通
される。
【００２５】そして、案内筒２９が蓋部２３の外表面か
ら垂直に真っ直ぐに突設されているので、案内筒２９を
通過した処置具１００は、案内筒２９の軸線の延長線方
向にある小孔２７、スリット１５へと案内されてそれら
を通過する。
【００２６】したがって、閉鎖膜２６，１４及び小孔２
７、スリット１５等を変形、損傷させることなく処置具
１００を差し込むことができる。また、鉗子栓１０の入
口から外側に処置具１００のシャフトが垂れ下がった状
態でも、その曲げ荷重が案内筒２９より奥側にはほとん
ど伝わらないので、閉鎖膜２６，１４や小孔２７、スリ
ット１５の変形、損傷が発生しない。
【００２７】なお、図４に示されるように、樽状部材１
１から蓋部２３を取り外して、樽状部材１１に注射筒２
００を差し込むことにより、スリット１５が弾力的に押
し広げられると共に注射筒２００の先端がパッキン部１
６に嵌め込まれ、注射筒２００から処置具挿通チャンネ
ル３内へ薬液等を漏れなく注入することができる。
【００２８】図５は、本発明の第２の実施例の鉗子栓１
０を示しており、蓋部２３に設けられた閉鎖膜２６にス
リット１５（通路）が形成され、樽状部材１１に設けら
れた閉鎖膜１４に小孔２７が形成された鉗子栓１０に本
発明を適用したものであり、案内筒２９が蓋部２３の外
表面から垂直に突出して設けられている。
【００２９】この実施例の構成のうち、スリット１５、
小孔２７以外の部分は前述の第１の実施例と同じであ
り、第１の実施例と同様の作用効果が得られる。図６
は、その樽状部材１１に注射筒２００が取り付けられた
状態を示している。
【００３０】
【発明の効果】本発明によれば、弾力性のある部材によ
り形成された蓋体に閉鎖膜が形成され、その閉鎖膜に、
処置具挿通チャンネルに挿脱される処置具によって押し
広げられる通路が形成された内視鏡の鉗子栓において、
通路に対して真っ直ぐに連通する剛性材料からなる案内
筒を、蓋体に対して傾かないように蓋体の外面側に突設
したことにより、処置具が通路に向かって真っ直ぐに差
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し込まれるので、処置具使用により閉鎖膜等が変形、損
傷せず、鉗子栓の消耗が大幅に緩和される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓の正面
断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓の側面
断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓に処置
具が挿通された状態の正面断面図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓に注射
筒が接続された状態の正面断面図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡の鉗子栓の正面
断面図である。
【図６】本発明の第２の実施例の内視鏡の鉗子栓に注射
筒が接続された状態の正面断面図である。 *
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*【図７】内視鏡の全体構成を示す側面図である。
【符号の説明】
３  処置具挿通チャンネル
１０  鉗子栓
１２  蓋状部材
１５  スリット
２３  蓋部（蓋体）
２６  閉鎖膜
２７  小孔
２９  案内筒
２９ａ  大鍔部
２９ｂ  小鍔部
１００  処置具
２００  注射筒

【図１】 【図２】 【図３】

【図５】 【図６】
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